
 

和泉市市民活動推進支援事業支援対象団体エントリーシート 

 

  年  月  日 

 

和泉市長 あて 
 

団体名  まちセミ・IZUMI実行委員会 
 
代表者名 新田 良子 
 
所在地  和泉市鶴山台 3-4-4-201    
    
電 話   0725-44-4412    
 

和泉市市民活動推進支援金の交付を受けたいので、和泉市市民活動推進支援金交

付要綱第７条の規定により、関係書類を添えて、支援対象団体の募集にエントリー

します。 
 

事 業 名 まちセミ・IZUMI ２０２６ 

申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース     ■ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

 □地域活性化コース 

事業費総額 

 

                    円 
 

（うち、対象経費             円） 

支 援  金 

交付申請額                      円 
 

 

１．添付資料 

 （１）団体概要調書（様式第２号） 

 （２）規約、会則又は定款及び役員名簿の写し 

 （３）事業計画書（様式第３号） 

 （４）収支予算書（様式第４号） 

（５）その他市長が必要と認める書類 

 

 

 

 

 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 

様式第１号（第７条関係） 



 

団 体 概 要 調 書 

フリガナ マチセミイズミジッコウイインカイ 

団体名 まちセミ・IZUMI 実行委員会 

団体の目的 

「誰でも先生」「誰でも生徒」という、老若男女が集い笑顔あふれる 

新しい形の学びの場を作る。「ひとりの学び」が「みんなの学び」

に。そして、「まちの学び」につながり、和泉市がステキなまちにな

ることを目的とする。 

市内事務所の 

所在地 

〒594-0013 

和泉市鶴山台 3-4-4-201 

【専用事務所 ・ 住居と兼用 ・ その他（        ）】 

電 話 0725（44）4412 F A X 同左 

フリガナ ニッタヨシコ 

代表者氏名 新田良子 

連絡先 
※この申請について

問い合わせをしたと

きに対応できる方 

（連絡責任者氏名）※ 
 
ニッタヨシコ 

電 話 0725（44）4412 

新田良子 F A X 同上 

（住所）上記事務所以外に資料送付を希望する場合はご記入ください。 

設 立 年 月 2019 年 8 月 主な活動地域 和泉市 

会報等の発行 有（   回発行） ・ 無 会員数 15 人   

メールアドレス machisemii@gmail.com 

ホームページ https:// machisemii.com 

主な事業内容 

 

まちセミ・IZUMI 202５の開催 

 

主な活動の実績 

プレまちセミ・IZUMI（2019 年１２月１４日開催） 

まちセミ・IZUMI 2020（2020 年 11 月 23 日ＺＯＯＭのみ開催）

まちセミ・IZUMI 2021（2021 年 11 月 3 日開催） 

まちセミ・IZUMI2022（2022 年１１月３日開催） 

まちセミ・IZUMI2023（2023 年 11 月３日開催） 

まちセミ・IZUMI2024（2024 年 11 月 2 日開催） 

まちセミ・IZUMI2025（2025 年 11 月 1 日開催予定） 

国・府・市及び

各種団体等から

の他の補助金及

び委託実績 

（過去３年間の

実績を記載） 

年度 名称 金額（円） 

   

様式第２号（第７条関係） 

mailto:machisemii@gmail.com


 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 

 

事業計画書 
 

１ 事 業 名 まちセミ・IZUMI 2026 

２ 申請コース 

 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ■ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

 

３ 事業の必要性（※別紙添付可） 

①事業を実施する前提となった問題点、課題、社会背景等 
 

本来「学び」は楽しいものだったはずなので、主体的な学びを取り戻し、老若男女

が集い、笑顔あふれる新しい形の学びの場を和泉市でも作る必要がある。 

 
②事業を実施することにより達成しようとする目標、期待される効果 

 

和泉市では、「シティプラザ」や「和泉市コミュニティセンター」などたくさんの

「学びの場」があり、そこでたくさんの方が学ばれています。まちセミ・IZUMI は

「ひとりの学び」が「まちの学び」につながるきっかけをつくることで、和泉市を

ステキな「まち」にしたい。 

 

４ 事業内容（※別紙添付可） 

① 問題点、課題を解決するためにどの様な方法を用いてどの様な事業を実施しますか。 

 

「誰でも先生」「誰でも生徒」という、老若男女が集い笑顔あふれる新しい形の学

びの場を作る。具体的には、光明台中学校の教室・特別教室や多目的室・体育館な

どをお借りして、対面授業を約７0 講座、開催する。 

リージョンセンターで mini まちセミを開催予定。20 講座程度。 

 

② 実施期間（日時） 

 

202６年 11 月３日（火・祝）、mini まちセミ７月２０日（月・

祝） 

③ 実施場所 和泉市立光明台中学校、南部リージョンセンター 

④ 主な対象者 和泉市民 

⑤ 参加予定者数 
先生７0 人、生徒約 1５00 人（のべ人数） 

先生２０人、生徒数３００人（のべ人数） 

⑥告知方法 
 

チラシとＨＰや Facebook、LINE など及び広報など 

様式第３号（第７条・第１５条関係） 



 

５ 事業スケジュール 

次期（月） 

1 月から 

 

4 月 

 

７月 

 

８月 

 

9 月 

 

10 月 

 

1１月 

 

内容 

実施までに、毎月 1回程度実行委員会を開催する。 

 

先生・ボランティア募集概要チラシ作成・配布、miniまちセミチラシ作成・配布 

 

ｍini まちセミ開催予定 

 

先生・ボランティア説明会 

 

チラシ（プログラム入り）作成 

 

チラシ（プログラム入り）配布、ボランティア説明会開催予定 

 

まちセミ・IZUMI 2026 開催 

 

６ 審査項目からみた事業の自己ＰＲ ※要綱別表第２審査基準参照 
（実施事業について、どういう点が優れているかなどを審査項目ごとに記入してくださ

い。） 

① 公益性 

「誰でも先生」「誰でも生徒」という、老若男女が集い笑顔あふれる

新しい形の学びの場を作ることは、幅広い市民が参加できるイベント

であるので、市民の共感はもちろん、不特定の市民の利益につながる

と考えられる。 

1 人 1 人の学びが「まちの学び」につながるきっかけをつくること

で、まちの活性化に活かしたいと考えている。 

② 継続性 

2019 年にプレイベントを開催し、2020 年は実施間際に、コロナウ

イルスの影響で対面での授業を中止したが、ZOOM での授業は実施

し、継続性は保つことができた。2021 年度は対面形式で、57 講座

開講でき、約 1200 人（のべ人数）の参加者があった。2022 年度は

74 講座開講し、約 1400 人（のべ人数）の参加があり、規模的には

拡大している。202５年度は７０講座開催予定。 

1 人 1 人の学びが「まちの学び」につながるきっかけをつくること

で、和泉市のまちづくりにも効果が波及していくと考えている。 

財源確保としては、クラウドファンディングにも挑戦し目標額を達成

することができ、新しいファンを増やすこともできた。2022 年度は

広告協賛をしてくださる企業の開拓に力を入れ、クラウドファンディ

ングをしなくても資金調達できた。2025 年度も広告協賛をしてくだ

さる企業の確保がコンスタントにできるようになった。 

⑥ 実行性 

事業計画や予算については、過去の経験を活かして、立案している。 

実行委員会は毎月開催し、実行に向けて検討を重ねている。団体の構

成員は、和泉ボランティア・市民活動センター「アイ・あいロビー」

の市民活動を推進しているメンバーを中心に、和泉市民大学の卒業生

が加わり組織しており、実践力に富んでいる。和泉市教育員会や和泉

市社会福祉協議会の後援もしていただき、信用度が増してきた。 

③ 協働性 
2022 年度は、先生希望者が約 70 名近くもあり、多くの方の協力が

得られた。2021 年度にクラウドファンディングを実施したことで、



 

新しいファンを増やすことができたと同時に、市民活動の活性化を望

んでおられる方々（アイ・あいロビーのアドバイザー）や企業からの

協賛も得られた。また昼休みに、キッチンカーを出店していただいた

り、弁当などの販売もしてもらい、企業との協働が進んだ。2021 年

度はキッチンカーが１台だけだったのが、2022 年度は 3 台に増え

た。広告協賛をしてくださる会社の開拓に力を入れたことで、企業と

の協働も進んだ。単にお金を出していただくだけでなく、先生もして

いただけるように働きかけた。大阪トヨペットが「水素で動かせ！ 

ミライのクルマ実験教室」をしてくださったのは、企業との協働の新

しい形だといえる。さらに協働してくださる企業の開拓に力を入れた

い。2024 年度は、キッチンカーは 2 台。トヨタの授業も継続してい

る。広告協賛の会社に先生をしていただけるように、積極的にお話し

している。 

④ 公開性 

ＨＰや Facebook、LINE などの SNS も活用している。インスタグラ

ムも実施し、授業内容の告知や広告協賛の会社の広報も行なってい

る。 

2021 年度は、和泉市全域の小中学校の児童生徒に約２万枚のチラシ

を配布した。2022 年度も、同様に配布したが、昨年ほどの効果は見

られなかったが、児童・生徒を通じての配布は費用も掛からずありが

たい。2025 年度も和泉市の全小中学生にチラシを配布予定。 

他市からの参加も多く、和歌山・伊丹市・箕面市・宝塚市・堺市など

広範囲の方が来られた。 

⑥ 発展性 

（先駆性・ 

展開性） 

 

愛知県や尼崎市などで実施されている、「サマーセミナー」を参考に

している。しかし、まち全体を学びの場と考える発想は「まちセミ」

独自のものである。 

「まちセミ」は今まで和泉中央地域での実施だけだが、今後は他の地

域での開催も視野に入れている。2025 年度は光明台中学校で開催予

定。リージョンセンターで、mini まちセミを実施。 

最終的には、和泉市民が身近な場所で「学校ごっこ」が体験できるよ

うにしていきたい。 

 

 

 

 

この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

収支予算書 
 

事業の名称：まちセミ・IZUMI 2026 

 

１．【収 入】                         （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠 

支援金 210,000 円 和泉市市民活動推進支援金 

   

事業収入 1６0,000 円 広告協賛金 

   

自主財源 67,620 円 自己資金 

   

合 計 437,620 円  

 

２．【支 出】                         （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠（数量、単価等） 

報償費 20,020 円 駐車場係（シルバー人材より２名） 

時給 1300 円×7時間×２人＝18200円 

税込み 20,020 円 

旅費      40,000 円 ガソリン代、送迎バス代 

消耗品費    97,600 円 文房具 1０,000 円、雑貨 1０,000 円 

封筒代 A４封筒５００枚 7,000 円 

マチ付き封筒５０枚×２＝5,000 円 

立て看板 3,600 円×１６＝57,600 円 

先生の飲み物 8,000 円 

印刷製本費    240,000 円 チラシ印刷 16,000 枚＝1２0,000 円 

チラシ印刷（Ａ４）2,000 枚＝5000 円 

Mini まちセミチラシ 2,000 枚＝5,000 円 

ポスター印刷 200 枚＝30,000 円 

プログラム印刷 800 部＝５0,000 円 

その他の印刷費３0,000 円 

役務費 20,000 円 ボランティア保険（行事保険） 

30 円×500 人＝15,000 

郵便代 5,000 円 

謝金 20,000 円 オープニングイベント出演料 

合 計 437,620 円  

対象経費 437,620 円  

※費目は、別表第３（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

※実績報告書の提出時に収支決算書とともに領収書等を添付する必要があります。 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 

 

まちセミ・IZUMI実行委員会 規約 

様式第４号（第７条・第１５条関係） 



 

（総則） 

この規約は、まちセミ・IZUMI実行委員会（以下「委員会」という。）の組

織・運営に関する事項を定める。 

（目的） 

第１条 委員会は、「誰でも先生」「誰でも生徒」という、老若男女が集い笑顔あ

ふれる 新しい形の学びの場を作る。「ひとりの学び」が「みんなの学び」に。そし

て、「まちの学び」につながり、和泉市がステキなまちになることを目的とする。 

（組織） 

第２条 委員会の目的に賛同する人をもって構成する。 

（役員） 

第３条 前条に規定する人の中から、代表１名、副代表１名を互選する。 

（役員の職務） 

第４条 代表は、会の会務を総理する。 

２ 代表に事故がある場合は、副代表がその職務を代行する。 

（事業年度） 

第５条 毎年、4月 1日から翌年 3月 31日。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、必要に応じて代表が召集する。 

２ 会議は、グループの過半数の出席を持って成立する。 

３ 会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは委員長の決するとこ

ろによる。 

（事務局） 

第７条 委員会の事務局は、和泉市鶴山台 3-4-4-201（代表宅）に置く。 

（補足） 

第８条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員

会の審議を経て別に定める。 

附則 この規約は、令和元年８月３１日から実施する。 

 

 

 

まちセミ・IZUMI 実行委員会名簿 
  



 

  名前 〒 住所 携帯 

1 芦田三雄 594-1118 みずき台 1-25-4 090-9707-1070 

2 芦田とし子  〃  〃  〃 

3 新田良子 594-0013 鶴山台 3-4-4-201 080-5701-5492 

4 佐近由佳 594-0071 府中町 4-21-1-

301 

090-6200-4657 

5 的場知佐子 594-1118 みずき台 2-16-10 

 

090-3670-4518 

6 堀田 亨  594-0061 弥生町 3-17-1 080-4483-1500 

7 佐藤正浩 594-0013 鶴山台 1-10-9 090-3039-6361 

8 山本靖子 594-0064 寺門町 2-13-16 090-2113-0696 

9 藤原清伸 594-0011 上代町 711-7 090-3943-1953 

10 菅野和美 594-1155 緑ヶ丘 090-3702-0493 

11 駒澤重信 594-0041 いぶき野 4-3-4-

1102 

080-1475-9703 

12 藤原俊彦 594-0041 いぶき野 5-3-3-

504 

090-6903-8316 

13 野口正文 590-0137 

 

堺市南区城山台 

2-3-3-104 

090-9997-2587 

14 国本相子 594-0073 和気町 2-4-19 080-5706-2627 

15 森本詩織 594-0081 葛の葉町 070-1814-5515 

 


